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「うまそー！つきたてのおもち」
　ひと足お先にもちつき会
こんなに大きなおもちを見たのは、はじめてだったかな。12月
３日に行われたもりやまこども園もちつき会にて。（写真大）
「これ、なんていうんだっけ？ “きね”だよね」12月16日に行わ
れた大川保育園もちつき会にて。（写真小）

今月のひとコマ
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年頭のごあいさつ

１
月
１
日 

▼ 

２
０
０
９
年
が
ス
タ
ー
ト
。

２
月
５
日 

▼ 「
東
北
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９
」に
県
代
表

と
し
て
参
加
。

２
月
15
日 

▼ 

町
長
選
挙
が
行
わ
れ
、渡
邉
彦

兵
衛
氏
が
再
選
を
果
た
す
。

２
月
18
日 

▼ 

渡
部
陸
さ
ん（
現
琴
渡
部
）が
大

相
撲
の
佐
渡
ケ
獄
部
屋
へ
入
門
。

２
月
23
日 

▼ 

五
城
目
第
一
中
学
校
新
校
舎
が

完
成
。

３
月
20
日 

▼ 

映
画「
釣
り
キ
チ
三
平
」が
全
国

上
映
開
始
。

３
月
30
日 

▼ 

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特

別
手
当
申
請
受
付
を
開
始
。

４
月
５
日 

▼ 

五
城
目
第
一
中
学
校
新
校
舎
の

見
学
会
を
開
催
。

４
月
13
日 

▼ 

県
出
身
力
士
の
豪
風
関
と
の
交

流
会
。

５
月
27
日 

▼ 「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
０
９
」

に
町
が
２
回
目
の
参
加
。昨
年

を
上
回
る
参
加
率
。

７
月
１
日 

▼ 

赤
倉
山
荘
が
東
北
ダ
イ
ケ
ン
秋

田
支
店
の
指
定
管
理
の
も
と
、

営
業
を
再
開
。

 

▼ 「
広
報
ご
じ
ょ
う
め
」が
９
０
０

号
を
発
行
。

７
月
12
日 

▼ 

第
20
回
秋
田
追
分
全
国
大
会
を

開
催
。年
少
の
部
へ
町
か
ら
２

人
が
初
出
場
。

７
月
18
日
〜
19
日

 

▼ 

豪
雨
に
よ
り
馬
場
目
川
な
ど
が

は
ん
ら
ん
。町
内
各
地
の
住
宅

や
水
田
、道
路
に
大
き
な
被
害
。

２
０
０
９
年
の
出
来
事

２
０
０
９
年
も

い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
町
の
主
な
出
来
事
を

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
、明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ご
家

族
お
揃
い
で
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、町
政
に
対

す
る
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
、心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、町
民
の
長
年
の
願
い
で
あ

り
ま
し
た
五
城
目
第
一
中
学
校
の
新

校
舎
が
完
成
し
、地
場
産
の
木
材
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
、木
の
香
の
匂
う

温
も
り
の
あ
る
新
校
舎
で
の
学
校
生

活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。ま
た
、秋

田
の
再
生
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た「
釣

り
キ
チ
三
平
」の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は

町
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、地
方
の
持
つ
自
然
の
豊

か
さ
や
人
々
の
心
の
あ
た
た
か
さ
を

再
確
認
す
る
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、姉
妹

都
市
で
あ
る
東
京
都
千
代
田
区
と
の

提
携
二
十
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て

は
、こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
友
情

と
信
頼
の
絆
を
改
め
て
心
に
刻
む
と

と
も
に
、行
政
と
民
間
の
さ
ら
な
る
交

流
と
友
好
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、百
三
十
五
年
の
歴
史
を
刻
ん

だ
内
川
小
学
校
は
、学
校
関
係
者
や

地
域
の
方
々
の
ご
理
解
に
よ
り
閉
校
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
、閉
校
式
で
は
多

く
の
皆
さ
ん
が
学
校
と
の
別
れ
を
惜

し
み
ま
し
た
。内
川
小
学
校
が
目
指
し

た
心
豊
か
に
学
び
合
い
地
域
に
根
ざ

し
た〝
人
間
教
育
〞を
、本
町
教
育
の
指

標
と
し
、研
鑽
を
積
み
重
ね
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。さ
ら
に
は
、町
民
生
活

に
密
着
し
た
福
祉
の
充
実
や
生
活
基

盤
の
整
備
、産
業
・
教
育
の
振
興
や
高

度
情
報
化
へ
の
対
応
な
ど
、効
率
的
な

行
財
政
運
営
を
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
、改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

迎
え
た
平
成
二
十
二
年
は
、五
カ

町
村
合
併
に
よ
る
新
五
城
目
町
が
誕

生
し
て
五
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。地

方
を
取
り
巻
く
情
勢
が
一
段
と
厳
し

さ
を
増
す
中
、明
る
い
展
望
が
描
け
る

「
五
城
目
町
」を
築
く
た
め
、地
域
自
ら

の
創
意
と
工
夫
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
湖
東
総
合
病

院
の
存
続
に
つ
い
て
は
、周
辺
町
村
や

議
会
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
町

民
の
皆
さ
ま
の
願
い
を
真
摯
に
受
け

と
め
、地
域
の
医
療
を
守
る
中
核
病
院

と
し
て
の
医
師
の
確
保
と
早
期
移
転

改
築
に
向
け
、全
力
を
傾
注
し
て
参
り

ま
す
。ま
た
、自
立
計
画
を
基
本
に
据

え
た
、よ
り
一
層
の
効
率
的
な
財
政
運

営
を
推
進
し
な
が
ら
、中
心
市
街
地

活
性
化
事
業
に
よ
る
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

跡
地
建
物
建
設
工
事
や
五
城
目
第
一

中
学
校
の
外
構
・
駐
輪
場
等
の
工
事
、

道
路
交
通
網
や
環
境
に
配
慮
し
た
上

下
水
道
な
ど
の
整
備
を
引
き
続
き
推

進
し
な
が
ら
、安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ

る
住
環
境
づ
く
り
、充
実
し
た
教
育
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
が
、皆

さ
ま
と
共
に
蒔
い
た「
協
働
の
種
」が
芽

吹
き
、そ
し
て「
協
働
の
花
」が
今
ま
さ

に
咲
き
始
め
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
地
域
活
動
の
主
体
性
を

尊
重
し
、地
域
資
源
の
発
掘
活
用
と
そ

の
気
運
を
さ
ら
に
高
め
な
が
ら
、「
協

働
の
花
」が
町
全
体
に
咲
き
誇
る
よ
う

全
力
を
注
い
で
参
り
ま
す
の
で
、皆
さ

ま
の
町
政
へ
の
更
な
る
ご
参
加
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、年
頭

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て 五城目町長

渡　邉　彦兵衛
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７
月
23
日 

▼ 

五
城
目
第
一
中
学
校
屋
内
運
動

場
建
設
工
事
が
ス
タ
ー
ト
。

７
月
25
日 

▼ 

「
清
流
の
会
」
が
テ
レ
ビ
番
組

「
秋
田
で
元
気
に
！
」
に
出
演
。

８
月
８
日 

▼  

髙
性
寺
ジ
ャ
ズ
イ
ン
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、多
く
の

音
楽
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
る
。

９
月
25
日 

▼ 

五
城
目
朝
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
が
開
催
さ
れ
る
。

９
月
29
日 

▼ 

北
村
地
区
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

が
携
帯
電
話
通
話
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
。

10
月
１
日 

▼  

馬
場
目
地
区
で
予
約
式
乗
合
タ

ク
シ
ー
が
運
行
開
始
。

10
月
18
日 

▼ 

映
画
監
督
の
滝
田
洋
二
郎
さ
ん

と
マ
ン
ガ
家
の
矢
口
高
雄
さ
ん

を
招
き
、秋
田
の
再
生
を
テ
ー

マ
に「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
。

10
月
22
日 

▼ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
助
成
を
開
始
。

10
月
23
日 

▼ 

千
代
田
区
と
の
姉
妹
提
携
が
20

年
を
迎
え
、記
念
式
典
・
交
歓
会

を
開
催
。

10
月
25
日 

▼ 

秋
の
朝
市「
き
の
こ
ま
つ
り
」に

過
去
最
高
の
約
６
、０
０
０
人
の

来
場
者
。

11
月
９
日 

▼ 

映
画「
釣
り
キ
チ
三
平
」の
ロ
ケ

地
、「
三
平
の
家
」の
来
場
者
が

１
０
、０
０
０
人
を
突
破
。

11
月
12
日 

▼ 

天
皇
陛
下
御
在
位
20
年
記
念
式

典
に
伊
藤
容
一
郎
さ
ん（
石
崎
）

が
出
席
。

11
月
15
日 

▼ 

１
３
５
年
の
歴
史
に
幕
。内
川

小
学
校
の
閉
校
式
を
開
催
。

11
月
23
日 

▼ 

新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
に
加
藤
光
儀
さ
ん（
石

崎
）が
粟
を
献
穀
。

11
月
28
日
〜
29
日

 

▼ 

千
代
田
区
と
の
児
童
交
流
事
業

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催
。

12
月
７
日 

▼ 「
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ

Ｍ
大
賞
２
０
０
９
」で
優
秀
賞
を

受
賞
。

10月23日　 千代田区との姉妹提携が20周年を迎え、記念式典・交歓会を開催。

10月18日　 秋田の再生をテーマに「シンポジウム」を開催。

２月15日　 町長選挙が行われ、渡邉彦兵衛氏が再選を果たす。

７月12日　 第20回秋田追分全国大会を開催。年少の部へ町から２人が初出場。

２月23日　 五城目第一中学校新校舎が完成。

10月25日　 秋の朝市「きのこまつり」に過去最高の約6,000人の来場者。
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こ
れ
ま
で
平
成
二
十
二
年
四
月
の
統
合

を
目
指
し
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

二
年
ほ
ど
先
送
り
に
な
り
ま
す
。
負
担
金

や
財
産
の
取
り
扱
い
な
ど
、
調
整
に
時
間

が
か
か
る
項
目
が
多
く
、
統
合
後
の
運
営

計
画
の
策
定
に
も
、
さ
ら
に
調
整
が
必
要

で
す
。
今
後
予
想
さ
れ
る
人
口
減
少
や
デ

ジ
タ
ル
化
を
含
め
、
協
議
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

本
町
で
は
九
月
下
旬
か
ら
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
感
染
者
が
目
立
っ
て
き

ま
し
た
。
特
に
、
若
年
層
の
感
染
者
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
最
初
に
集
団
感
染
が

あ
っ
た
五
城
目
保
育
園
で
は
、
中
央
保
健

所
の
指
導
の
も
と
、
八
日
間
休
園
し
、
感

染
拡
大
を
防
い
で
い
ま
す
。

十
一
月
三
十
日
時
点
で
、
五
城
目
保
育

園
児
が
七
十
九
人
、
大
川
保
育
園
児
が
一

人
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
町
全
体
の
感
染

者
数
は
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
学
校
関
係
で
は
こ
れ
ま
で
幼
稚

園
の
休
園
が
二
回
、
小
・
中
学
校
の
学
級

閉
鎖
が
十
学
級
、
学
年
閉
鎖
が
九
学
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。

十
二
月
二
日
時
点
の
感
染
者
数
は
、
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
あ
わ
せ
て
三
十
四
人

と
な
っ
て
お
り
、
感
染
終
息
ま
で
は
ま
だ

時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も

手
洗
い
や
う
が
い
な
ど
、
予
防
対
策
を
進

め
、
感
染
拡
大
を
防
い
で
い
き
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
料
金
は
、
二
回
接
種

の
場
合
、
一
人
六
千
百
五
十
円
と
負
担
が

大
き
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
国
が
優
先

接
種
者
と
し
て
い
る
対
象
者
の
う
ち
、
町

県
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
生
活
保
護
世

帯
の
方
は
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
優
先
接
種
者
へ
は
、

町
独
自
の
助
成
と
し
て
一
回
目
の
接
種
は

千
八
百
円
を
、
二
回
目
は
千
二
百
円
を
助

成
し
ま
す
。
町
か
ら
重
症
者
な
ど
が
出
な

い
よ
う
、
さ
ら
な
る
感
染
拡
大
の
予
防
の

た
め
に
も
、
多
く
の
方
々
か
ら
予
防
接
種

を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。現

在
、
屋
内
運
動
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
事
を
完
了
し
、
屋
根
組
み
の
鉄
骨
の
組

1122月議会定例会月議会定例会12月議会定例会

平成21年12月議会定例会が、12
月７日から11日までの日程で開催
されました。議会では、「平成21年
度一般会計補正予算」など18案件
が可決されました。
今月号では、定例会初日に行われ

た渡邉町長の行政報告を要約して紹
介します。

平成21年12月議会定例会が、12

「  平成21年度　　　　 
一般会計補正予算」など

18案件が可決

◆
◇
◆　

町
長
行
政
報
告
　

◆
◇
◆

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
状
況

 

町
民
福
祉
課

 

学
校
教
育
課

五
一
中
屋
内
運
動
場

屋
根
組
み
を
開
始

 

学
校
教
育
課

消
防
広
域
化
を
先
送
り

 

総　

務　

課

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成

 

町
民
福
祉
課



み
立
て
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
工
事

は
順
調
に
進
ん
で
い
て
、
十
二
月
末
の
進

ち
ょ
く
率
は
、
約
七
十
二
㌫
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、
外
構
工
事
、
駐
輪
場
、
部
室
兼

倉
庫
の
工
事
な
ど
も
、
引
き
続
き
発
注
し

て
い
く
予
定
で
す
。

九
月
二
十
九
日
か
ら
、
富
津
内
北
村
・

高
樋
地
区
で
携
帯
電
話
の
通
話
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

東
北
秋
田
支
店
が
、
簡
易
型
基
地
局
を
整

備
し
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
で
は
、
赤
倉
山
荘
と
北
村
地

区
の
一
部
で
通
話
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

早
期
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
事
業
者
に
要
望

し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
開
始
で
、
国
道
二
八
五
号
線
、
富
津
内

北
側
の
整
備
が
前
進
し
ま
し
た
。

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
跡
地
の
建
物
建
設
工
事

は
、
三
月
の
完
成
を
目
指
し
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。
現
在
は
地
盤
改
良
が
完
成
し
、

基
礎
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
外
構
工
事
と
同
じ
く
来
年
度
に

予
定
し
て
い
た
、
給
排
水
設
備
と
電
気
供

給
設
備
の
工
事
を
前
倒
し
し
て
実
施
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
四
月
か
ら
ト
イ
レ
や
休
憩

ス
ペ
ー
ス
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
、

朝
市
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
来
場
者
の
利
便
性

を
考
慮
し
ま
し
た
。

十
月
十
五
日
現
在
の
東
北
農
政
局
の
発

表
で
は
、
県
中
央
部
の
稲
の
作
況
指
数
は

「
九
十
七
」
の
「
や
や
不
良
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
天
候
に
よ
り
育
苗
管
理
が
難
し
く
、

七
月
中
旬
か
ら
の
低
温
、
日
照
不
足
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
七

月
か
ら
の
低
温
状
態
が
九
月
末
ま
で
続
い

た
こ
と
も
、
今
回
の
作
況
指
数
に
影
響
し

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
九
月
末
の
一
等
米
比
率
は
、
昨

年
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
で
、
九
十
三
・
八
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。

十
月
四
日
に
上
山
内
で
、
十
月
二
十
一

日
に
は
小
倉
で
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
火
災
二
件
を
含
め
、
十
二
月
六
日
時

点
で
発
生
し
た
火
災
は
四
件
で
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
暖
房

器
具
な
ど
の
使
用
も
多
く
な
り
ま
す
。
よ

り
い
っ
そ
う
火
災
に
注
意
し
、
予
防
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

樹
木
専
門
業
者
の
調
査
で
は
、
一
部
の

老
木
を
伐
採
し
新
た
に
植
栽
し
た
方
が
良

い
、
と
の
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
三
月
に

老
木
の
伐
採
と
新
た
な
苗
木
の
植
栽
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
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火
災
の
発
生
状
況
と
予
防

 

消
防
本
部

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
跡
地

一
部
工
事
を
前
倒
し

 

産　

業　

課

行
政
報
告
を
行
う
渡
邉
町
長

作
況
指
数「
や
や
不
良
」
 

産　

業　

課

雀
館
運
動
公
園
の
桜

新
た
な
苗
木
の
植
栽
を

 

生
涯
学
習
課

北
村
・
高
樋
地
区
が

通
話
可
能
に

 

ま
ち
づ
く
り
課

可決された主な議案
五城目町高齢者等活動・生活支援促進機械施設馬川交流センターの
指定管理者の指定について
　指定管理者を馬川地区町内会長会（会長　舘岡昭雄さん）とし
ました。

五城目町農村環境改善センターの指定管理者の指定について
　指定管理者を大川地区町内会長会（会長　八柳善之丞さん）と
しました。

五城目町総合生きがいセンターの指定管理者の指定について
　指定管理者を内川地区町内会長会（会長　松橋　武さん）とし
ました。

五城目町馬場目地区文化交流センターの指定管理者の指定について
　指定管理者を馬場目地区町内会長会（会長　草皆　稔さん）と
しました。

五城目町富津内地区公民館の指定管理者の指定について
　指定管理者を富津内地区町内会長会（会長　畠山啓作さん）と
しました。

五城目町森山地区公民館の指定管理者の指定について
　指定管理者を森山地区町内会長会（会長　小玉京蔵さん）とし
ました。

平成21年度　一般会計補正予算
　歳入歳出それぞれ1億323万円の追加補正。
　補正後の予算総額は62億2,684万6千円。



湖
東
総
合
病
院
の
前
身

昭
和
初
期
、
当
時
の
農
民
の
生
活
は
不

景
気
と
米
の
不
作
で
と
て
も
き
び
し
く
、

農
民
の
中
に
は
、
病
気
に
な
っ
て
も
高
い

医
療
費
を
支
払
え
ず
、
医
者
に
か
か
ら
な

い
人
が
い
ま
し
た
。
こ
の
状
況
に
町
の
地

主
の
近
藤
泰
助
が
立
ち
あ
が
り
、
組
合
を

組
織
し
て
、
安
い
料
金
の
病
院
を
待
ち
望

む
農
民
か
ら
の
出
資
を
受
け
、
昭
和
八
年

七
月
、
五
城
目
医
療
購
買
利
用
組
合
の
病

院
を
開
き
ま
し
た
。
新
町
に
開
業
さ
れ
た

こ
の
病
院
か
ら
、
湖
東
総
合
病
院
の
歴
史

が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

※ 

近
藤
泰
助
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
す

ば
ら
し
い
先
輩
た
ち
」
の
コ
ー
ナ
ー
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

建
物
の
老
朽
化
と
医
師
不
足

五
城
目
医
療
購
買
利
用
組
合
の
病
院

は
、
昭
和
四
十
三
年
に
現
在
の
場
所
（
八

郎
潟
町
）
に
移
転
し
、
後
に
湖
東
総
合
病

院
と
な
り
ま
し
た
。
開
業
以
来
、
地
域
医

療
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
湖
東
総

合
病
院
で
す
が
、
築
四
十
一
年
の
建
物
は

老
朽
化
が
激
し
く
、
早
期
の
改
築
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
六

年
か
ら
導
入
さ
れ
た
、
臨
床
研
修
の
必
修

化
な
ど
か
ら
、
都
市
部
へ
の
医
師
の
一
極

集
中
が
進
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
県
内
の

病
院
・
診
療
所
で
は
秋
田
市
に
医
師
が
集

中
し
た
た
め
、
湖
東
総
合
病
院
で
も
医
師

が
不
足
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

厚
生
連
の
経
営
改
善
計
画

平
成
九
年
に
湖
東
総
合
病
院
を
経
営
す

る
Ｊ
Ａ
秋
田
厚
生
連
か
ら
、
移
転
改
築
す

る
構
想
が
打
ち
出
さ
れ
、
平
成
十
四
年
に

は
「
平
成
二
十
一
年
に
着
工
、
平
成
二
十

三
年
に
開
院
」
と
の
計
画
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
Ｊ
Ａ
秋

田
厚
生
連
の
経
営
状
況
が
悪
化
し
た
こ
と

で
、
同
病
院
の
移
転
改
築
計
画
は
延
期
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
に
医
師
の
退
職
が
相
次

ぎ
、
十
月
か
ら
一
部
病
棟
を
休
止
し
、
規

模
縮
小
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

収
支
は
改
善
さ
れ
ず
、
平
成
二
十
一
年
十

一
月
に
Ｊ
Ａ
秋
田
厚
生
連
か
ら
出
さ
れ
た

経
営
改
善
計
画
で
は
、
湖
東
総
合
病
院
の

「
廃
止
」
が
経
営
改
善
策
と
し
て
最
も
有
効

な
選
択
肢
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
病
院
を

継
続
す
る
た
め
に
は
改
築
は
不
可
欠
で
す

が
、
改
築
す
る
場
合
も
効
率
的
な
病
院
運

営
と
な
る
よ
う
、
収
支
予
測
か
ら
二
つ
の

条
件
の
ど
ち
ら
か
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
一
つ
目
は
入
院
病
床
を
縮
小
し
な

が
ら
、
現
状
の
医
療
機
能
は
維
持
す
る
も

の
。
二
つ
目
は
入
院
病
床
の
縮
小
に
加
え
、

外
来
診
療
科
も
縮
小
し
、
救
急
機
能
は
廃

止
す
る
も
の
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
秋
田
厚
生
連
は
、「
地
元
行
政
か

ら
は
早
期
に
改
築
し
、
事
業
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
を
重
ね
て
要
望
さ
れ
て
い
る
」

と
し
な
が
ら
も
、「
今
後
の
事
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
地
元
行
政
と
県
へ
協
議
の
場
を

求
め
て
い
く
」
と
の
姿
勢
を
示
し
て
い
ま

す
。地

域
医
療
の
確
保
を

湖
東
総
合
病
院
改
築
推
進
協
議
会
（
会

長　

斎
藤
正
寧
井
川
町
長
）
で
は
、
平
成

十
八
年
に
湖
東
総
合
病
院
の
改
築
事
業
費

の
二
十
㌫
を
南
秋
田
郡
四
町
村
（
五
城
目

町
、
八
郎
潟
町
、
井
川
町
、
大
潟
村
）
が

補
助
す
る
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
町
議
会
と
と
も
に
南
秋
田
郡
地

区
の
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
要
望
活
動

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
町
内
会

長
会
で
は
、「
湖
東
総
合
病
院
の
医
師
確
保

と
早
期
移
転
改
築
を
求
め
る
署
名
活
動
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
Ｊ
Ａ
秋
田
厚
生
連
は
、「
湖
東

総
合
病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
平
成
二

十
二
年
度
上
期
中
に
結
論
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
」
と
し
て
い
る
た
め
、
県
と
南
秋
田

郡
四
町
村
、
Ｊ
Ａ
秋
田
厚
生
連
で
協
議
会

を
立
ち
あ
げ
、
湖
東
総
合
病
院
存
続
に
向

け
た
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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湖東総合病院

医師確保と早期改築に向けて

構　成： 南秋田郡四町村長および同町村議会議長、あきた湖東農業協同組合
代表理事組合長および同理事、大潟村農業協同組合代表理事組合長

平成13年　改築に向けた協議を開始
　　　　　 移転用地粗造成工事完成
平成15年　 同協議会は湖東総合病院を経営するJA秋田厚生連に対し  　　

「湖東総合病院移転新築に関する陳情書」を提出
平成18年　 改築事業費の町村負担割合が決定
平成20年　 同協議会は湖東総合病院を経営するJA秋田厚生連に対し　  　

「湖東総合病院の早期移転新築に関する陳情書」を提出

湖東総合病院改築に関するお問い合わせは、役場総務課（☎852・5332）まで

これまでの湖東総合病院改築推進協議会の流れ
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石井優衣さん（中央）と２年生のお友だち

中小企業等協同組合法施行
60周年記念式典がこのほど開
催され、原田啓藏さんが組合関
係功労者として、財務大臣から
表彰されました。
原田さんは、平成15年から、

全国たばこ販売協同組合連合会
理事を、平成17年からは、県
たばこ販売協同組合連合会理事
長を努められています。
また、未成年者喫煙防止対策

や青少年育成にも尽くされてい
ます。

従 六 位
（故）齊藤三四郎さん

（町 村）

瑞 宝 双 光 章
（故）宮城清之助さん

（蓬内台）

中小企業等協同組合法
施行60周年記念式典
原田啓藏さん（富田）
が財務大臣表彰

宮城さんは、昭和41年
から消防団員として務め、
平成13年からは町消防団
団長を務められるなど、
40年以上にわたり消防の
発展向上に尽くされまし
た。
平成８年には消防庁長

官より永年勤続功労章が、
また平成19年には県知事
より40年勤続章が贈られ
ています。

齊藤さんは、町議会議
員として、昭和39年から
28年間にわたり活躍され
ました。その間、議長を
はじめ、副議長、議会運
営委員長などを歴任され、
町政の進展に尽くされま
した。
また、町内会長として

町内会員の統率と環境整
備に努めながら町政の推
進を支援するなど、町の
発展に尽くされました。

財務大臣表彰
原田　啓藏さん（富田）

叙
位
叙
勲

　

こ
の
ほ
ど
、（故）
齊
藤
三
四
郎
さ
ん（
町
村
）が

従
六
位
を
、（故）
宮
城
清
之
助
さ
ん（
蓬
内
台
）が

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
「
Ｊ
Ａ

共
済
全
国
小
・
中
学
生
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、

馬
場
目
小
学
校
二
年
生
の
石
井

優
衣
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
交
通
安
全

を
広
く
社
会
に
訴
え
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
、
今
年
で
三

十
八
回
目
。
農
林
水
産
大
臣
賞

は
、
内
閣
府
特
別
担
当
大
臣
賞

な
ど
、
上
位
四
賞
の
う
ち
の
一

つ
で
、
全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た

十
六
万
四
〇
二
一
点
の
中
か
ら

選
ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
作
品
は
交
通
安
全

の
た
め
、
石
井
さ
ん
が
い
つ
も

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
が
表
現

さ
れ
、
夏
休
み
の
課
題
と
し
て

取
り
組
み
ま
し
た
。

受
賞
の
知
ら
せ
に
石
井
さ
ん

は
「
う
れ
し
い
で
す
。
図
工
の

時
間
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
自

分
か
ら
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
に
東
京
都
で
行
わ

れ
る
表
彰
式
に
「
そ
ん
な
に
遠

く
に
行
く
の
は
初
め
て
」
と
喜

び
の
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学
生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

石
井
優
衣
さ
ん（
馬
場
目
小
二
年
）が
農
水
大
臣
賞農林水産大臣賞を受賞した石井さんの作品
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姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ
千
代

田
区
の
児
童
と
町
の
児
童
が
、

二
日
間
に
わ
た
り
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
千
代

田
区
か
ら
三
、
五
年
生
の
児
童

と
保
護
者
ら
十
四
人
、
大
川
小

学
校
の
五
年
生
の
児
童
と
保
護

者
ら
十
四
人
の
計
二
十
八
人
。

こ
の
二
日
間
の
交
流
は
、「
児

童
交
流
事
業
」
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
と
し
て
試
験
的
に
実
施
。

「
児
童
交
流
事
業
」
は
、
児
童
が

お
互
い
の
住
ん
で
い
る
土
地
を

訪
れ
、
交
流
体
験
を
通
じ
て
人

間
性
や
社
会
性
を
育
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

初
日
の
十
一
月
二
十
八
日
は
、

町
が
管
理
す
る
「
畑
の
学
校
」（
小

倉
）
で
タ
マ
ネ
ギ
の
苗
植
え
を

体
験
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
町
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー

プ
連
絡
会
（
会
長
佐
々
木
正
子

さ
ん
）
の
皆
さ
ん
に
教
わ
り
、

約
四
百
本
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

初
め
て
苗
植
え
を
体
験
し
た
千

代
田
区
の
子
ど
も
た
ち
は
、
土

の
感
触
を
「
に
ゅ
る
に
ゅ
る
し

て
る
」
と
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
植
え
ら
れ
た
タ
マ
ネ
ギ
は

七
月
に
収
穫
さ
れ
、
参
加
し
た

千
代
田
区
の
皆
さ
ん
に
届
け
ら

れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
「
タ

マ
ネ
ギ
が
大
き
く
な
る
ま
で
待

ち
遠
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
の
二
十
九
日
は
、
馬

川
交
流
セ
ン
タ
ー
で
だ
ま
こ
も

ち
作
り
に
挑
戦
。
初
め
て
の
子

ど
も
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
お
互
い
に
コ
ツ
を
教
え
合
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
昼
食

会
で
は
「
千
代
田
区
に
は
だ
ま

こ
も
ち
が
な
い
の
で
、
初
め
て

食
べ
て
と
て
も
お
い
し
い
」
と
、

子
ど
も
た
ち
は
手
作
り
だ
ま
こ

も
ち
の
味
に
満
足
。
ま
た
、
テ
ー

ブ
ル
に
は
町
産
の
野
菜
を
使
っ

た
料
理
が
並
べ
ら
れ
、
ム
ラ
サ

キ
イ
モ
の
か
ん
て
ん
や
ニ
ン
ジ

ン
ゼ
リ
ー
な
ど
と
の
材
料
の
種

明
か
し
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
お
ど
ろ
き
の
声
が
出
て
い
ま

し
た
。

大
川
小
学
校
で
行
わ
れ
た
「
お

別
れ
会
」
で
は
、
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
全
員
が
二
日
間
の
感

想
を
発
表
。
大
川
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
は
「
東
京
に
行
っ
て

み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

千
代
田
区
の
子
ど
も
た
ち
は
、

大
川
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
色
紙
を

受
け
取
り
、
別
れ
を
惜
し
ん
で

い
ま
し
た
。

ご
じ
ょ
う
め
ま
ち
っ
て
ど
ん
な
と
こ
⁉

千
代
田
区
の
児
童
と
の
交
流
体
験

十
二
月
二
十
二
日
、
も
り
や

ま
こ
ど
も
園
で
「
五
城
目
幼
稚

園
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
が
行
わ
れ
、

歌
や
ク
イ
ズ
で
楽
し
み
ま
し
た
。

会
で
は
町
英
語
指
導
助
手
の

マ
リ
・
ク
リ
ス
マ
ス
さ
ん
が
、「
悪

い
子
の
く
つ
し
た
に
は
だ
ん
ろ

の
炭
が
入
っ
て
い
ま
す
」
な
ど

と
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ス
マ
ス

の
言
い
伝
え
を
ク
イ
ズ
形
式
で

紹
介
。
そ
の
後
、
ば
ら
組
の
女

子
園
児
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に

聞
こ
え
る
よ
う
に
と
、
天
使
の

装
い
で
「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ

ス
！
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り

ま
し
た
。
す
る
と
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
袋
を

持
っ
て
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

登
場
。
よ
い
子
に
し
て
い
た
子

ど
も
た
ち
は
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

十
二
月
五
日
、
広
青
苑
で
「
上

手
に
老
い
る
た
め
の
人
生
設
計

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
公
開
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

講
座
は
毎
年
多
く
の
方
が
参
加

し
、
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
約
二
〇
〇
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

講
師
を
務
め
た
石
黒
秀
喜
さ

ん
（
㈶
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

常
務
理
事
）
は
、
義
母
が
認
知

症
と
い
う
自
身
の
体
験
を
通
じ

て
「
認
知
症
は
だ
れ
も
が
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
人
生
九
十
年

時
代
を
ど
う
生
き
る
か
、
見
つ

め
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

な
ど
と
人
生
設
計
の
大
切
さ
を

解
説
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
、
メ
モ
を
執
り
な
が
ら

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第
11
回
広
青
苑
公
開
講
座

上
手
に
老
い
る
た
め
の
人
生
設
計

サ
ン
タ
さ
ん
が
や
っ
て
き
た
！

五
城
目
幼
稚
園
ク
リ
ス
マ
ス
会
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テ
ン
ト
が
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
く

ら
い
強
い
風
と
横
な
ぐ
り
の
雨
。

今
年
の
秋
田
県
陸
上
競
技
大
会

は
、
決
し
て
良
い
と
は
い
え
な
い

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
行
わ
れ

た
。
僕
は
雨
で
体
を
冷
や
さ
な
い

よ
う
ベ
ン
チ
コ
ー
ト
を
着
て

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
し
、

レ
ー
ス
に
臨
ん
だ
。
レ
ー
ス
が
終

わ
っ
て
ふ
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
見
る

と
、
カ
ッ
パ
や
ウ
ィ
ン
ド
ブ
レ
ー

カ
ー
も
着
な
い
で
、
選
手
が
ス

タ
ー
ト
す
れ
ば
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ

ブ
ロ
ッ
ク
を
片
付
け
、
ゴ
ー
ル
し

た
ら
ま
た
設
置
す
る
と
い
う
作
業

を
、
僕
た
ち
と
同
じ
中
学
生
が

黙
々
と
行
っ
て
い
た
。
僕
は
ベ
ス

ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
レ
ー
ス
に

臨
む
こ
と
に
集
中
し
て
い
た
が
、

あ
の
中
学
生
た
ち
は
た
く
さ
ん
の

人
が
気
持
ち
よ
く
レ
ー
ス
で
き
る

よ
う
に
、
雨
に
ぬ
れ
な
が
ら
も
が

ん
ば
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
僕
と

接
点
が
な
く
て
も
し
っ
か
り
と
陰

で
支
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
い

う
こ
と
に
、
二
年
生
に
な
っ
て
初

め
て
気
付
い
た
。

僕
が
陸
上
競
技
を
始
め
た
の

は
、
広
報
ご
じ
ょ
う
め
の
「
が
ん

ば
る
人
に
ま
る
」
に
、
同
じ
小
学

校
の
先
輩
の
名
前
を
見
つ
け
、
僕

も
先
輩
の
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
か
ら
だ
。
は
じ
め
は
陸
上

競
技
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
っ

た
も
の
の
、
先
生
や
先
輩
方
が
て

い
ね
い
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
お

か
げ
で
、
陸
上
競
技
の
楽
し
さ
を

知
っ
た
。
初
め
て
の
全
県
大
会
で

は
他
校
の
選
手
と
も
知
り
合
い
、

レ
ー
ス
に
な
れ
ば
皆
で
闘
争
心
を

燃
や
し
、
終
わ
れ
ば
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
時
に
は
ラ
イ

バ
ル
、
時
に
は
親
友
と
し
て
、
今

で
も
絆
を
深
め
合
っ
て
い
る
。
秋

季
全
県
大
会
の
あ
と
に
秋
田
県
合

宿
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
他
校

の
選
手
と
声
を
か
け
合
っ
て
、
ど

ん
な
に
つ
ら
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
と
き
あ
ら
た
め
て
、「
あ
っ
、

ラ
イ
バ
ル
っ
て
い
い
な･･･

」
と
感

じ
た
。

今
年
、
僕
は
あ
る
目
標
を
達
成

し
た
。
そ
れ
は
陸
上
競
技
を
始
め

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
先
輩
と
共

に
東
北
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
だ
。
開
会
式
前
日
か

ら
競
技
場
で
一
緒
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
た
。
レ
ー
ス
当
日
は
天
気

に
恵
ま
れ
ず
、
二
人
と
も
自
己
ベ

ス
ト
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
に
予

選
で
敗
退
し
て
し
ま
っ
た
が
、
僕

た
ち
は
こ
の
東
北
大
会
で
ま
た
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
た
。

指
導
し
て
く
れ
た
先
生
方
や
先

輩
方
、
そ
し
て
皆
で
刺
激
し
あ
い
、

皆
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が

で
き
る
ラ
イ
バ
ル
た
ち
の
お
か
げ

で
、
今
僕
は
こ
う
し
て
陸
上
競
技

を
楽
し
み
な
が
ら
真
剣
に
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
だ

け
で
は
な
か
っ
た
。
雨
に
ぬ
れ
な

が
ら
レ
ー
ス
の
準
備
や
片
付
け
を

し
て
く
れ
る
仲
間
た
ち
。
大
会
の

計
画
や
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
多

く
の
方
々･･･

。

大
会
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
日
常

生
活
で
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
た

ち
の
存
在
に
、
ま
だ
気
付
い
て
い

な
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
人
た
ち
の
存
在
に
し
っ

か
り
気
付
き
、
感
謝
の
気
持
ち
を

も
っ
て
す
べ
て
の
人
に
接
し
て
い

き
た
い
。
僕
に
は
あ
と
一
年
あ
る
。

一
日
一
日
を
大
切
に
し
、
昨
日
の

自
分
に
負
け
な
い
で
努
力
を
続
け

た
い
。「
感
謝
」
と
「
謙
虚
」
の
言

葉
を
忘
れ
ず
に
。

や
ま
ゆ
り
賞
作
文
コ
ン
テ
ス
ト　

や
ま
ゆ
り
賞「
最
優
秀
賞
」

矢田津世子顕彰事業

「やまゆり賞作文コンテスト」

「
た
く
さ
ん
の
人
に支

え
ら
れ
て
」

五
城
目
第
一
中
学
校
二
年　
　
　
　

島　

﨑　

悠　

太
さ
ん

十
二
月
十
六
日
、

町
民
セ
ン
タ
ー
で

「
や
ま
ゆ
り
賞
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

町
出
身
の
作
家
、

矢
田
津
世
子
の
生

誕
百
年
を
記
念
し

て
始
ま
っ
た
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
今
年

で
三
回
目
。
町
内

の
小
中
学
校
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
選
抜
さ

れ
た
三
十
六
点
の

作
品
が
集
ま
り
、

審
査
の
結
果
、
島
﨑
悠
太
さ
ん
（
五
一
中
二
年
）

の
作
品
が
や
ま
ゆ
り
賞
（
最
優
秀
賞
）
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
各
賞
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
に
、
伊
藤
教

育
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

・
や
ま
ゆ
り
賞
（
最
優
秀
賞
）

　
　

島　

﨑　

悠　

太
さ
ん
（
五
一
中
二
年
）

・
優
秀
賞

　
　

佐　

藤　
　
　

槙
さ
ん
（
大
小
二
年
）

　
　

工　

藤　

優　

華
さ
ん
（
内
小
五
年
）

　
　

柏　
　
　

友
里
絵
さ
ん
（
五
一
中
三
年
）

・
佳　

作

　
　

本　

間　

倫　

子
さ
ん
（
五
小
一
年
）

　
　

石　

井　

睦　

乃
さ
ん
（
五
小
二
年
）

　
　

宮　

崎　

恭　

輔
さ
ん
（
馬
小
四
年
）

　
　

八　

栁　

拓　

夢
さ
ん
（
大
小
六
年
）

　
　

川　

口　

豊　

久
さ
ん
（
五
一
中
一
年
）

　
　

工　

藤　

寛　

和
さ
ん
（
五
一
中
三
年
）
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新
型
インフルエン
ザ
ワ
クチン
接
種

優
先
接
種
対
象
者
への
助
成

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で

は
な
く
、
重
症
化
な
ど
の
防
止
の
た
め
、

国
で
定
め
た
優
先
接
種
対
象
者
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

二
回
接
種
の
場
合
、一
人
当
た
り
、六
、

一
五
〇
円
（
一
回
目
三
、六
〇
〇
円
、
二

回
目
二
、五
五
〇
円
）
の
負
担
と
な
る
た

め
、
優
先
接
種
対
象
者
へ
助
成
し
ま
す
。

▼
優
先
接
種
対
象
者

◆
妊
婦･

基
礎
疾
患
の
あ
る
方

◆ 

一
歳
か
ら
高
校
生
に
相
当
す
る
年
齢

の
方
ま
で

◆ 

一
歳
未
満
の
子
ど
も
の
保
護
者
等

◆ 

六
十
五
歳
以
上
の
方

▼
接
種
費
用
の
助
成
額

◆ 

一
回
目　

三
、六
〇
〇
円
の
う
ち

一
、八
〇
〇
円
を
助
成
し
ま
す
。

◆ 

二
回
目　

二
、五
五
〇
円
の
う
ち

一
、二
〇
〇
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

※ 

二
回
目
の
接
種
を
一
回
目
と
異
な

る
医
療
機
関
で
行
う
と
、
三
、六
〇

〇
円
に
な
り
ま
す
。
優
先
接
種
対

象
者
と
わ
か
る
も
の
を
、
下
記
医

療
機
関
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

接
種
費
用
が
無
料
に
な
る
方

優
先
接
種
対
象
者
で
、
生
活
保
護

世
帯
の
方
と
町
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
接
種
費
用
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、

役
場
町
民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
医
療
機
関

◆  
千
葉
内
科
医
院 

（
☎
８
５
２
・
２
２
３
５
）

◆  

さ
さ
き
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
☎
８
５
５
・
１
１
８
２
）

◆  

笹

尾

医

院
（
☎
８
５
２
・
２
０
４
２
）

◆  

ご
じ
ょ
う
め
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
☎
８
５
２
・
５
２
２
５
）

◆  

大
窪
胃
腸
科
内
科
医
院

（
☎
８
５
５
・
１
１
５
５
）

◆  

湖
東
総
合
病
院 

（
☎
８
７
５
・
２
１
０
０
）

　

※ 

右
記
以
外
の
医
療
機
関
で
の
接
種

を
希
望
す
る
方
は
、
役
場
町
民
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

10KOHO GOJOME No.906 2010.1.1

お
問
い
合
わ
せ
は
、役
場
町
民
福
祉
課（
☎
８
５
２
・
５
１
８
０
）ま
で

□□　□□くん
（新里町）

□□　□□ちゃん
（八　田）

□□　□□ちゃん
（舘　越）

元気な歯っていいね！
３歳児歯科健康診査

虫歯ゼロ（12月7日健診）

□□　□□くん
（紀久栄町）

３歳は心身が発達するうえで、
とても大切な年齢です。
この時期に乳歯の歯列はほぼ完

成するので、ご家庭で協力しあい
正しい歯磨きを心がけてください。

一人で悩まず、
勇気をだして話してみて
どんな悩みでもお聴きします。
例えばこんなことはありませんか？
　■　経済的なことで悩んでいる
　■　人間関係に悩んでいる
　■　家族のことで悩んでいる
　■　仕事のことで悩んでいる
　■　病気のことで悩んでいる

▲
 相談日　１月30日㈯、２月27日㈯、３月13日㈯▲
 時　間　午後１時～午後５時▲
 場　所　県生涯学習センター分館　ジョイナス（秋田市）

※ ㈳日本産業カウンセラー協会所属のカウンセラーが
応対します。
※ お問い合わせ、お申し込みは、
　柴田（☎080・1800・8447）まで

こころはればれ
通信　　　Vol.41



子育てのこと、お子さんの健康
のことなどについて、保育士や同
じ子育て中の皆さんとお話してみ
ませんか。
気軽に遊びに来てください。▲  

１月18日㈪
　「粘土で遊ぼう」「保健相談」▲  

１月29日㈮
　「鬼のお面を作ろう」
　午前９時30分～午前11時30分
　もりやまこども園
※ お問い合わせは、五城目保育園
（☎852・3805）まで

園内や園庭で遊ばせたり、保護
者同士の情報交換ができる交流で
す。子育ての相談にも応じます。
月ごとに楽しい遊びを用意してい
ます。ぜひおいでください。▲

対　象　 町内に住む保育園・幼
稚園入園前のお子さん
とその保護者▲

１月14日㈭
　「 寒さに負けず、元気に体を動
かしてあそぼう」

　午前10時～午前11時30分
　もりやまこども園
※ お問い合わせは、五城目幼稚園
（☎852・3421）まで

「わんぱーく」に
来てね！

「ちびっこ広場」で
遊ぼうよ！

遊びに
　　おい

でよ

もりやまこども園
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診・診・予 防 接 種予 防 接 種
お知らせカレンダーお知らせカレンダー
健 診・予 防 接 種
お知らせカレンダー1月

介
護
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
！

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険
料
を

納
め
な
い
で
い
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
と
き
に
滞
納
期
間
に
応
じ

て
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

▼
一
年
以
上
滞
納
す
る
と

　

 　

利
用
者
が
費
用
の
全
額
を
一
時
自

己
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
あ
と
で
保

険
給
付
分
（
費
用
の
九
割
）
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

▼ 

一
年
六
か
月
以
上
滞
納
す
る
と･･･

　

 　

利
用
者
が
費
用
の
全
額
を
負
担

し
、
申
請
後
も
保
険
給
付
の
一
部
ま

た
は
全
部
が
一
時
的
に
差
し
止
め
と

な
っ
た
り
、
滞
納
し
て
い
た
保
険
料

と
相
殺
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼
二
年
以
上
滞
納
す
る
と･･･

　

 　

利
用
者
負
担
が
一
割
か
ら
三
割
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

※ 
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
で
一
時
的

に
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た

と
き
は
、
役
場
町
民
福
祉
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
減
額
や
免

除
、
ま
た
は
徴
収
が
猶
予
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
町
民
福
祉

課
（
☎
８
５
２
・
５
１
０
７
）
ま
で

町民福祉課福祉保健係　☎８５２・５１８０

■　健　　診　■
19日　乳児健康診査
対象　平成21年９月生まれ

12時40分～13時
平成21年３月、６月生まれ

13時15分～13時30分
場所　役場１階保健室
※４か月児のみＢＣＧ予防接種

28日　２歳児歯科健康診査
対象　平成19年６～８月生まれ
受付　12時40分～13時10分
場所　役場１階保健室

■　そ の 他　■
12日　いきいき健康教室
対象　対象者には通知済みです
受付　13時30分～15時
場所　町民センター

13日　離乳食づくり教室
対象　対象者には通知済みです
受付　10時～12時
場所　ケアセンター五城目

18日・25日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時
場所　町民福祉課

１割負担が…

➡
３割負担にも！



健康・子育てお助け情報健康・子育てお助け情報
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ゲートボールに夢中

□□□□□さん
（蓬内台）

「
朝
起
き
る
と
す
ぐ
に
何
か
し

ら
仕
事
を
し
て
い
る
」
と
ご
家
族

に
言
わ
れ
る
□
□
□
さ
ん
。
体
を

動
か
し
て
い
る
せ
い
か
、
大
好
き

だ
と
言
う
お
酒
も
、
毎
晩
二
〜
三

合
ぐ
ら
い
飲
ま
れ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
大
好
き

で
、「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
な
る
と

夢
中
！
今
で
も
負
け
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
に
な
る
」
と
、
元
気

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

畑仕事をすべてこなす

□□□□さん
（寺　庭）

「
体
を
動
か
し
て
い
な
い
と
駄

目
な
よ
う
で
、
天
気
が
悪
い
と
あ

く
び
ば
か
り
」
と
ご
家
族
に
言
わ

れ
る
□
□
さ
ん
。
現
在
も
家
の
畑

仕
事
は
す
べ
て
こ
な
さ
れ
る
ほ

か
、
庭
木
の
手
入
れ
な
ど
も
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
時
間

が
あ
る
と
、
朝
市
や
秋
田
追
分
全

国
大
会
を
見
る
た
め
、
本
町
部
ま

で
元
気
に
自
転
車
で
出
か
け
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

植物を育てることが大事

□□□□さん
（岡本2区）

「
自
分
で
食
べ
る
も
の
は
、
極
力

自
分
で
作
る
よ
う
に
し
て
い
る
」

と
い
う
□
□
さ
ん
。
普
段
か
ら
野

菜
を
中
心
に
、自
分
の
胃
腸
に
合
っ

た
も
の
を
食
べ
る
よ
う
、
心
が
け

て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
昔
か

ら
た
く
さ
ん
の
菊
を
育
て
て
き
た

と
の
こ
と
で
、「
長
生
き
の
秘ひ

け
つ訣

は
植
物
を
育
て
る
こ
と
。
自
分
を

つ
く
る
こ
と
と
同
じ
だ
か
ら
」
と
、

元
気
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

親子三代で朝市を支える

□□□□さん
（岡本1区）

「
家
に
じ
っ
と
し
て
い
る
の
は
嫌

い
。
暇
だ
と
逆
に
疲
れ
て
し
ま
う
」

と
い
う
□
□
さ
ん
。
親
子
三
代
に

わ
た
っ
て
朝
市
に
出
店
さ
れ
て
い

て
、
□
□
さ
ん
も
約
四
十
年
、
花

や
野
菜
を
売
り
に
朝
市
へ
通
わ
れ

た
そ
う
で
す
。
現
在
も
畑
作
業
は

す
べ
て
こ
な
さ
れ
る
そ
う
で
、
朝

市
で
息
子
さ
ん
に
運
ん
で
も
ら
っ

た
野
菜
が
売
れ
る
こ
と
が
、
何
よ

り
の
楽
し
み
と
の
こ
と
で
し
た
。

職員の皆さんに感謝

□□□□さん
（森山荘）

「
職
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

元
気
に
や
れ
て
い
る
。
感
謝
し
て

い
る
」
と
語
っ
て
く
れ
た
□
□
さ

ん
。
入
居
さ
れ
て
い
る
「
森
山
荘
」

で
は
お
茶
の
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
ク
ラ
ブ
の
活
動

や
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は
、

一
生
懸
命
な
入
居
者
や
職
員
の
皆

さ
ん
に
負
け
な
い
よ
う
、
い
つ
も

元
気
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

これからも　　
　お元気で。

町で90歳を迎えられ
た方をご紹介します

※ 掲載を希望しない方は、お祝いに伺う際
にお知らせください。

畑仕事畑仕事

□町で90歳を迎えられ
た方をご紹介します

元気に長生き！

♦90歳を迎えられた方（12月20日現在）
11月22日　□□□□□さん（蓬内台）
11月25日　□□□□□さん（広青苑）
11月28日　□□　□□さん（寺　庭）
12月 7日　□□　□□さん（岡本２区）
12月14日　□□　□□さん（岡本１区）
12月18日　□□　□□さん（森山荘）
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ギターの演奏に合わせて懐かしい
歌謡曲や童謡など、歌詞を見ながら
いっしょに口ずさんでみませんか？
もちろん聞くだけでもOKです！

▼日　時　１月24日㈰
　　　　　午後２時～午後３時40分
　　　　　※受付　午後１時30分～

▼会　場　五城館

▼参加料　 800円
　　　　　（ ケーキとコーヒーまた

は紅茶のセット付き）
※ 準備の都合上、定員になり次第締
め切ります。

お問い合わせ　五城館（☎852・5300）

ご好評につき、２回目の開催！　

笑顔と笑いの「うたごえ喫茶」
～新春「うたい初め」

曲　目

・学生時代
・なごり雪
・いい日旅立ち
・千の風になって

などなど

　町に住む誰もが安心して
自立した生活を送れるよう
にと、気軽に交流できる「ふ
れあいサロン」を開催しま
す。
　どなたでも参加できます
ので、ぜひお越しください。

▼会　場　五城館「蔵」

▼開催日　毎週火曜日　※第５火曜日はお休みします。

▼時　間　午前10時30分～午後２時30まで
※ 血圧測定（午前11時～正午）。コーヒー１杯100円、
お茶無料。将棋・トランプなどはご自由にお使いくだ
さい。

お問い合わせ　町社会福祉協議会（☎852・5192）

　　

毎週火曜日は、
｢ふれあいサロン｣の日

「あきたふるさと手作りCM大賞2009」
コンテスト写真とオリジナル曲で優秀賞を獲得！

　国の補正予算による「女性特有のがん検診推進事業」
として、対象者に子宮頸がん検診と乳がん検診を無料で
受けることができるクーポン券と検診手帳を８月にお送
りしました。
　クーポン券の有効期限は２月26日㈮です。まだ受診さ
れていない方は、早めに検診を受けるようにしましょう。

お問い合わせ　役場町民福祉課（☎852・5180）

クーポン券で無料受診

子宮頸
けい
がん・乳がん検診

CMダイジェスト

朝市まるご
と映そっ！

朝市は0・
2・5・7の

　　　　　
付く日に開

催！

全国体育指導委員連合会から
町体育指導委員会が表彰
このほど、長年にわた

り地域スポーツの普及
発展に尽くされた、町体
育指導委員会が㈳全国
体育指導委員連合会長
から表彰されました。

県
内
十
九
市
町
村
が
参
加
し
た
「
あ
き
た
ふ
る
さ

と
Ｃ
Ｍ
大
賞
２
０
０
９
」
で
、五
城
目
町
が
優
秀
賞
（
Ａ

Ａ
Ｂ
賞
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。

今
年
も
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
昨
年
に
引
き
続
き
、

町
の
Ｐ
Ｒ
に
活
躍
す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｇ
」
の
皆
さ

ん
が
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
ま
し
た
。「
朝
市
、
映
そ
っ
！
」

と
題
し
た
Ｃ
Ｍ
に
は
、「
五
城
目
朝
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」（
詳
し
く
は
「
広
報
ご
じ
ょ
う
め
十
一
月
号
十

三
㌻
）
の
応
募
作
品
が
、
入
選
作
品
を
中
心
に
登
場
。

お
な
じ
み
の
「
だ
ま
こ
マ
ン
と
だ
ま
こ
レ
デ
ィ
」
も
登

場
し
、
写
真
を
連
続
し
て
映
像
に
す
る
「
コ
マ
撮
り
」

と
い
う
技
法
を
使
っ
て
、
三
十
秒
で
「
朝
市
」
の
魅
力

を
表
現
し
ま
し
た
。
審
査
会
で
は
、
Ｃ
Ｍ
効
果
や
技
術

面
で
評
価
が
高
く
、
参
加
市
町
村
の
な
か
で
三
位
の
得

点
で
し
た
。

優
秀
賞
と
な
っ
た
今

回
の
Ｃ
Ｍ
作
品
は
、
Ａ

Ａ
Ｂ
秋
田
朝
日
放
送
か

ら
一
年
間
で
一
〇
〇
回

放
送
さ
れ
ま
す
。
昨
年

十
二
月
か
ら
放
送
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
放

送
時
間
は
「
広
報
ご

じ
ょ
う
め
」
の
カ
レ
ン

ダ
ー
に
掲
載
し
ま
す
。
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■ 

印
鑑
と
申
告
書
（
申
告
書
は
会
場
に
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
）

■ 

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
用
紙
が
送
付
さ

れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
申
告
書

■ 

給
与
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た

方
は
、
平
成
二
十
一
年
分
の
源
泉
徴
収
票

■ 

事
業
に
よ
る
収
入
が
あ
っ
た
方
は
、
収
入

と
必
要
経
費
な
ど
が
わ
か
る
帳
簿
類
、
領

収
書
な
ど

■ 

平
成
二
十
一
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健
康

保
険
税
・
国
民
年
金
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・

医
療
費
な
ど
の
領
収
書
と
、
保
険
金
な
ど

で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
わ
か
る
も
の
、

生
命
保
険
、
地
震
保
険
な
ど
の
控
除
証
明

書
■ 

配
偶
者
に
所
得
が
あ
っ
た
方
は
、
そ
の
所

得
が
わ
か
る
書
類

■ 

障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
障
害
手

帳
ま
た
は
役
場
町
民
福
祉
課
な
ど
で
発
行

す
る
障
害
者
認
定
書

農
業
の
収
入
や
支
出
は
、
収
支
計
算
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

農
協
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
平
成
二
十

一
年
分
農
業
所
得
に
係
る
証
明
書
」
や
、
収

入
と
必
要
経
費
な
ど
が
わ
か
る
帳
簿
類
、
領

収
書
な
ど
と
、
そ
れ
ら
を
基
に
記
帳
し
た
「
収

支
計
算
記
帳
簿
」
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

収
支
計
算
記
帳
簿
は
役
場
税
務
課
に
準
備

し
て
い
ま
す
。

※ 

記
帳
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
方
は
、
申
告

時
に
農
業
に
関
す
る
証
明
書
、
領
収
書
を

一
式
ご
持
参
い
た
だ
き
、
遠
慮
な
く
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

申告相談
所得税・町県民税の

が２月５日㈮から
始まります

※ お問い合わせは、
　役場税務課（☎８５２・５１４４）まで

申
告
に
必
要
な
も
の

農
業
申
告
に
必
要
な
も
の

※ 相談時間　午前９時～正午、午後１時～午後３時（受け付け時間は午前８時30分～午後３時）

日
付
と
曜
日

町　
　
　

内　
　
　

名

会　

場

五　城　目
２
／
５
金

広
ヶ
野
・
希
望
ヶ
丘
・
今
町
・
御
蔵
町
・

小
池
町
・
川
原
町
・
新
町
・
一
番
町

役場４階
「大会議室」

８
月

田
町
・
古
川
町
・
長
町

９
火

紀
久
栄
町
・
新
畑
町
・
矢
場
崎

な
な
く
ら　

10
水

米
沢
町
・
畑
町
・
仲
町

富　津　内

12
金

下
山
内
・
上
山
内

富津内地区
　　公民館

15
月

富
田
・
黒
土（
１
・
２
区
）

16
火

八
田
・
台
・
御
蔵
下
・
脇
乙

17
水

落
合
・
高
千
・
北
々
口
・
小
倉

森　山

18
木

岡
本
１
区
・
野
田

森
山
地
区

公
民
館

19
金

岡
本
２
区
・
浦
横
町

五　城　目

22
月

築
地
町
・
昭
辰
町
・
雀
舘

役場４階
「大会議室」

23
火

舘
町
・
中
川
原
・
下
高
崎
・
久
保

24
水

高
崎
・
上
高
崎
・
舘
越

25
木

上
樋
口（
上
・
下
）・
樋
口
・
上
田
町

新
里
町

26
金

岩
城
町
・
東
磯
ノ
目
・
西
磯
ノ
目

予備日
３
／
１
月

予
備
日
と
し
ま
す
。

役
場
４
階

「
大
会
議
室
」

馬　場　目

２
火

帝
釈
寺
・
町
村
・
門
前
・
蓬
内
台

ふれあい
センター

３
水

寺
庭
・
小
野
台
・
中
村
・
平
ノ
下

水
沢

４
木

恋
地
・
坊
井
地
・
杉
沢
・
合
地

内　川

５
金

湯
ノ
又（
１
〜
４
区
）・
小
川
口

生
き
が
い

セ
ン
タ
ー

８
月

浅
見
内（
１
〜
６
区
）

大　川

９
火

大
川
１
・
４
区

農村環境改善
　　センター

10
水

大
川
２
・
３
区

11
木

石
崎
・
谷
地
中
・
曙
町

12
金

下
樋
口
・
西
野

予備日

15
月

予
備
日
と
し
ま
す
。

役
場
４
階

「
大
会
議
室
」

準
備
は
お
早
め
に

申
告
相
談
日
程

申告と納税は期限内に！

申
告
相
談
は
平
成
二
十
一
年
中
の

収
入
と
支
出
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。
下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

必
要
な
書
類
を
準
備
し
会
場
へ
お
こ

し
く
だ
さ
い
。
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「
税
金
」
と
聞
い
て
真
っ
先
に
思

い
浮
か
ぶ
の
は
消
費
税
で
す
。
私

た
ち
が
百
円
の
物
を
買
う
と
、
百

五
円
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
日
ご
ろ
、「
そ
ん
な
も
の
か
」

と
思
い
、
あ
ま
り
深
く
考
え
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

母
に
「
う
ち
で
は
ど
ん
な
税
金

を
払
っ
て
い
る
の
」
と
聞
い
て
み

ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
給
料
を
も

ら
う
と
所
得
税
が
か
か
る
こ
と
や

自
動
車
を
持
っ
て
い
る
と
自
動
車

税
が
あ
る
こ
と
、土
地
や
家
を
持
っ

て
い
る
と
固
定
資
産
税
が
か
か
る

と
い
う
こ
と
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
し
て
税
金
と
い
う
も
の
は
社
会

の
授
業
で
も
習
い
ま
し
た
が
、
教

育
と
勤
労
と
並
び
、
国
民
の
三
大

義
務
の
う
ち
の
一
つ
で
、「
支
払
う
」

の
で
は
な
く
、「
納
め
る
」
と
い
う

の
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
も
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
も
う
少
し
調
べ
て
み

よ
う
と
、
公
民
の
教
科
書
を
開
い

て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
税
金
は

国
に
納
め
る
「
国
税
」
と
秋
田
県

に
納
め
る
「
県
税
」、
そ
し
て
五
城

目
町
に
納
め
る
「
町
税
」
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
消
費
税
や

所
得
税
は
国
税
。
自
動
車
税
は
県

税
。
固
定
資
産
税
は
町
税
な
の
だ

そ
う
で
す
。
国
や
県
や
町
な
ど
の

地
方
公
共
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
が
あ
る
の
で
、
そ
の
使
い
道
に

よ
っ
て
税
金
も
分
か
れ
て
い
る
の

だ
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
ま
た
、
母
に
税
金
っ
て

ど
う
し
て
必
要
な
の
か
聞
い
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
「
み
ん
な
が
安

全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

自
分
た
ち
で
少
し
ず
つ
お
金
を
出

し
合
う
社
会
の
会
費
み
た
い
な
も

の
だ
よ
。プ
ロ
野
球
選
手
や
Ｊ
リ
ー

ガ
ー
の
よ
う
に
給
料
が
多
い
人
は

税
金
が
高
く
て
、
給
料
の
少
な
い

人
は
税
金
も
安
い
ん
だ
よ
」
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
に
一
番
身

近
な
使
わ
れ
方
と
い
う
の
は
中
学

校
で
勉
強
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

今
年
、
中
学
校
は
新
校
舎
が
完

成
し
ま
し
た
。
そ
の
建
設
費
は
国

と
五
城
目
町
が
半
分
ず
つ
出
し

合
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
毎
年
新

学
期
に
な
る
と
、
た
く
さ
ん
の
教

科
書
を
手
に
し
ま
す
が
、
そ
の
教

科
書
代
は
国
が
負
担
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
小
中
学
校
は
義
務
教
育

な
の
で
全
部
国
が
出
し
て
く
れ
ま

す
が
、
高
校
生
の
姉
は
持
ち
き
れ

な
い
く
ら
い
の
教
科
書
を
お
金
を

払
っ
て
買
っ
て
き
て
い
ま
す
。
先

生
た
ち
の
給
料
は
秋
田
県
と
国
が

負
担
し
て
い
て
、
机
や
い
す
な
ど

は
町
が
負
担
し
て
い
る
こ
と
も
知

り
ま
し
た
。
身
近
な
中
学
校
の
こ

と
を
考
え
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
は

警
察
や
消
防
、
道
路
の
整
備
、
ゴ

ミ
の
処
理
費
な
ど
に
も
た
く
さ
ん

の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
が
分

か
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
税
金
の
使
い
方

を
見
て
い
く
と
私
た
ち
が
社
会
の

中
で
生
活
し
て
い
く
た
め
に
欠
か

せ
な
い
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は

ま
だ
、
消
費
税
ぐ
ら
い
し
か
納
め

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
を

こ
れ
ま
で
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
の

に
も
税
金
が
役
立
っ
て
い
る
の
が

分
か
り
ま
し
た
。
納
税
し
て
く
れ

た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

 

今
月
号
で
は
、町
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
長
賞
を
受
賞
し
た
柏

友
里
絵
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。

町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

柏　

友
里
絵
さ
ん（
五
一
中
三
年
）

「
納
税
者
の
み
な
さ
ん

あ
り
が
と
う
」

税務署からの
お知らせ

平
成
二
十
一
年
分
の
確
定
申
告
書
の
受
け
付
け
期
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
所
得
税　

 

二
月
十
六
日
㈫
〜
三
月
十
五
日
㈪

　

※ 

所
得
税
の
還
付
申
告
書
は
、
二
月
十
六
日
㈫
よ
り

前
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

▼
贈
与
税　

 

二
月
一
日
㈪
〜
三
月
十
五
日
㈪

▼
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

　
　
　
　
　

 

一
月
四
日
㈪
〜
三
月
三
十
一
日
㈬

申
告
書
作
成
会
場
を
開
設
し
ま
す

「
申
告
書
作
成
会
場
」
は
、
所
得
税
（
譲
渡
所
得
を

含
む
）・
消
費
税
・
贈
与
税
の
申
告
書
を
作
成
す
る
会

場
で
す
。

税
務
署
内
に
は
申
告
書
作
成
会
場
を
設
置
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
申
告
書
を
作
成
す
る
方
は
下
記
の
会
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
会　
　

場　

 

ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
セ
リ
オ
ン

　
　
　
　
　
　

二
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
秋
田
市
）

▼
開
設
期
間　

 

二
月
一
日
㈪
〜
三
月
十
五
日
㈪
ま
で
の

平
日

※ 

二
月
二
十
一
日
・
二
十
八
日
の
日
曜
日
に
限
り
、

県
労
働
会
館
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
ア
キ
タ
」
に
申
告
書

作
成
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

▼
開
設
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

※ 

確
定
申
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
秋
田
北
税

務
署
（
☎
８
４
５
・
１
１
６
１
）
ま
で

※ 

確
定
申
告
に
関
す
る
電
話
は
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
の
で
、
音
声
案
内
に
従
い
「
０

番
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

申告と納税は期限内に！
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▼
対　
象　
者　

 　

町
が
発
注
す
る
物
品
の
製
造
の
請
負
、
買
入
れ
、
修

繕
、
改
造
お
よ
び
売
払
い
に
際
し
行
う
指
名
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
す
る
営
業
者

▼
提
出
書
類　

・ 

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
書

　
　
　
　
　
　

・ 

営
業
経
歴
書

　
　
　
　
　
　

・ 

登
記
簿
謄
本
（
法
人
）
、
営
業
証
明
書
（
個
人
）

　
　
　
　
　
　

・ 

納
税
証
明
書
の
写
し
（
消
費
税
を
含
む
）

　
　
　
　
　
　

・ 

印
鑑
証
明

　
　
　
　
　
　

・ 

許
可
・
認
可
証
明
書
（
必
要
と
す
る
業
種
の
み
）

　
　
　
　
　
　

※ 

様
式
は
国
土
交
通
省
ま
た
は
県
の
様
式
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
提
出
書
類
は
フ
ァ
イ
ル
と
じ
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

※ 

申
請
書
提
出
要
領
お
よ
び
提
出
書
類
の
書
式
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
「
五

城
目
町
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
提
出
方
法　

 　

町
内
業
者
は
持
参
と
し
、
町
外
業
者
は
郵
送
で
も
可
と

す
る
。
ま
た
、
提
出
部
数
は
一
部
と
す
る
。

▼
受
付
期
間　

二
月
一
日
㈪
〜
二
月
二
十
六
日
㈮

▼
参
加
資
格
有
効
期
間

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
二
年
・
平
成
二
十
三
年
の
二
年
間

▼
変
更
な
ど
の
届
け
出

　
　
　
　
　
　

 　

申
請
書
提
出
後
、
申
請
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
書
面
に
よ
り
変
更
の
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼ 

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　

〒
０
１
８

－

１
７
９
２

　
　
　
　
　
　

五
城
目
町
西
磯
ノ
目
一
丁
目
一
番
地
一

　
　
　
　
　
　

役
場
総
務
課
総
務
係
（
☎
８
５
２
・
５
３
３
２
）

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を

受
け
付
け
ま
す（
物
品
・
役
務
等
）

農業者年金のメリット

❶           　 少子・高齢化時代に強い積み立て方式の年金　　　
　

❷ 　 毎月の保険料は20,000円から67,000円まで
1,000円単位で自由に決められます　

❸ 　 終身年金で80歳までの保証付き　　　　　　　　　
（ 加入者が80歳になる前に亡くなった場合でも、
80歳まで受け取れるはずの金額を死亡一時金とし
て遺族が受け取れます）

❹ 　 税制上の優遇措置　　　　　　　　　　　　　　　
（支払った保険料は全額社会保険料の控除対象）

❺ 　 手厚い政策支援　　　　　　　　　　　　　　　
（ 認定農業者など一定の要件を満たす方に、月額最
高１万円、通算最大で216万円の国庫補助）

農業者年金
しっかり積み立て、がっちりサポート

～安心で豊かな老後を～
　農業者年金は、次の要件を満たしている方が加入できます。
　　　１．国民年金の第１号被保険者
　　　２．年間60日以上農業に従事する方
　　　３．60歳未満の方

ご相談やお申し込みは、下記の問い合わせ先まで
町農業委員会（☎852・5295）

JAあきた湖東五城目支所（☎852・4321）

全国一斉に“農林業の国勢調査”といわれる「世
界農林業センサス」が実施されます。
この調査はとても大切な調査で、今後の農林業

政策に役立てるため、５年ごとに実施されていま
す。
１月下旬から、農林業を営んでいる皆さんを調

査員が訪問します。調査票に農林業の経営状況な
どの記入をお願いしますので、ご協力をお願いし
ます。

お問い合わせ　役場総務課（☎852・5332）

2010年世界農林業
センサスにご協力を！



完
成
予
定
日
ま
で
あ
と
56
日
・
進
ち
ょ
く
率
72
％
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12
月
30
日
現
在

▼ 

雪
で
も
工
事
は
順
調

前
回
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
が

好
天
に
め
ぐ
ま
れ
終
了
し
た
と
こ

ろ
ま
で
お
伝
え
し
ま
し
た
。

屋
根
の
工
程
に
入
り
、
雪
模
様

が
続
き
ま
し
た
が
工
事
は
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。

五
城
目
第
一
中
学
校
屋
内
運
動

場
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十

六
日
の
完
成
予
定
。
一
階
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
二
面
の
フ

ロ
ア
に
な
り
、
二
階
は
剣
道
場
と

柔
道
場
に
な
り
ま
す
。

▼ 

軽
量
で
丈
夫
な
屋
根

ト
ラ
ス
と
い
う
三
角
形
の
鉄
骨

を
組
み
、
軽
量
で
丈
夫
な
屋
根
を

作
り
ま
す
。
加
重
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
支
え
る
構
造
に
な
っ
て
い
て

い
ま
す
。

こ
の
ト
ラ
ス
に
は
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
の

接
合
部
分
が
動
き
、
揺
れ
を
逃
が

す
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼ 

天
井
の
高
さ
は
14.7
ｍ

一
階
の
フ
ロ
ア
は
二
階
ま
で
の

吹
き
抜
け
と
な
り
、
そ
の
高
さ
は
、

な
ん
と
十
四
・
七
㍍
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
国
際
試

合
が
開
催
で
き
る
ほ
ど
の
高
さ
で
、

開
放
的
な
空
間
で
の
び
の
び
プ

レ
ー
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
屋
根
の
色
は
校
舎
と
同
じ
紺

色
に
な
り
ま
す
。

「森山仰ぐ　光と風と緑の学び舎」

五城目第一中学校改築事業屋内運動場建設工事が進行中！

潟
上
市
・
南
秋
田
郡
中
学
校
体
育
連
盟
表
彰

▼
栄
光
賞

　

 

佐
々
木
航
平（ 

県
中
学
校
総
体　

卓
球
男
子

個
人
優
勝
・
３
年
）

　

 

石
川　

大
治（ 

県
中
学
校
総
体　

相
撲
個
人

１
年
の
部
優
勝
）

　

 

卓
球
女
子（ 

県
中
学
校
総
体　

卓
球
女
子

団
体
優
勝
）

▼
連
覇
賞

　

 

卓
球
男
子（ 

潟
上
市
・
南
秋
田
郡
中
学
校

総
体
10
連
覇
）

　

卓
球
女
子（ 

潟
上
市
・
南
秋
田
郡
中
学
校

総
体
６
連
覇
）

県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
表
彰

▼
優
秀
選
手
奨
励
賞

　
　
　
　
　
　

加
藤　

晶
子（
３
年
）

　
　
　
　
　
　

石
井
美
菜
子（
３
年
）

第
15
回
岩
手
県
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会

◆
小
学
生
３
〜
４
年
の
部
24
㎏
級

　

▼
第
２
位　

越
髙　
　

梁（
五
小
３
年
）

◆
小
学
生
１
〜
２
年
の
部
20
㎏
級

　

▼
第
３
位　

越
髙　

愛
香（
五
小
１
年
）

第
29
回
湖
竜
旗
争
奪
少
年
剣
道
大
会

◆
女
子
高
学
年
の
部

　

▼
第
３
位　

越
高
み
ず
ほ（
馬
小
６
年
）

北
部
杯
争
奪
秋
季
全
県
選
抜
少
年
柔
道
大
会

　

▼
努
力
賞　

佐
々
木
貴
将（
馬
小
３
年
）

環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

▼
最
優
秀
賞　

齊
藤　

裕
太（
馬
小
５
年
）

※
作
品
は
22
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

▼
優
秀
賞　

嶋
﨑　
　

陸（
大
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

工
藤　

香
織（
内
小
６
年
）

（
敬
称
略
）

第
72
回
秋
田
書
道
展

◆
半
紙
の
部

　

▼
三　

等　

金　
　

大
智（
五
小
５
年
）

　

▼
褒　

状　

金　
　

咲
帆（
五
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　

大
宮　

千
聖（
五
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　

大
宮　

尚
之（
五
小
３
年
）

第
７
回
県
民
謡
民
舞

青
少
年
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

　

▼
奨
励
賞　

石
川　

拓
馬（
五
小
６
年
）

県
児
童
生
徒
美
術
展

　

▼
入　

賞　

工
藤　

香
織（
内
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

浅
野　

美
佳（
大
小
５
年
）

　
　
　
　
　
　

嶋
﨑　

莉
子（
大
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　

松
橋　

優
太（
内
小
３
年
）

　
　
　
　
　
　

八
栁　
　

凛（
大
小
３
年
）

第
39
回
潟
上
市
・
南
秋
田
郡

児
童
・
生
徒
理
科
研
究
発
表
会

　

▼
優
秀
賞　

鐙　
　

由
暢（
大
小
５
年
）

県
小
学
生
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

　

▼
奨
励
賞　

齊
藤　

裕
太（
馬
小
５
年
）

第
19
回
県
少
年
少
女
川
柳
大
会「
海
」

　

▼
優
秀
賞　

福
嶋　
　

亮（
五
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　

舘
岡　

美
紅（
五
小
５
年
）

　
　
　
　
　
　

金
澤　

菜
穂（
五
小
６
年
）　

　

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
ご
じ
ょ
う
め
12
月
号
掲
載
内
容

　

県
中
学
校
新
人
柔
道
大
会　

男
子
90
㎏
級

　

伊
藤　

晶
さ
ん（
２
年
）の
成
績
を
誤
っ
て
掲

載
し
て
い
ま
し
た
。正
し
く
は
第
２
位
で
す
。

　

環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル　

最
優
秀
賞　

齊
藤

裕
太
さ
ん（
馬
小
５
年
）を
誤
っ
て
掲
載
し
て
い

ま
し
た
。正
し
く
は
今
月
号
の
と
お
り
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。



4／消防出初式（広域五城目体育館）
6／ 仕事始めの式（役場）、交通指導隊
初出式（役場）、商工会新春賀詞交
歓会（八郎潟町）

12／ 南秋田郡町村行政連絡協議会（八
郎潟町）

13／ 臨時議会、議会全員協議会、議会
議員・課長以上との新年会（町内）

14／ 大潟村五城目会新年会（大潟村）
15／新春地区懇談会（町内）
18／ 八郎湖周辺清掃事務組合協議会

（男鹿市）

19／ 県市町村総合事務組合議会議員
等視察調査（沖縄県・～21日）

22／ 民生児童委員協議会全体会（役場）
27／ 平成22年度当初予算町長・副町

長査定（役場・～2月2日）
28／五城目北都会新年会（町内）

五城目町民憲章
わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

町長交際費を公開します
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の

あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（11月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 8件
町功労者表彰受賞祝賀会、近畿五城目会総会、町ゲートボー
ル協会創立30周年記念式典、南秋田郡町村議長会連絡協議
会正副議長研修、新嘗祭献穀祝賀会、ふるさと五城目会総会

80,000円

会　費 5件

県過疎自立促進懇談会、内川小学校を語る会、県関係国会議
員と市町村長との農政懇談会、ワンダフルあきたカルチャー
フェスティバルin五城目懇親会、五城目町・千代田区児童交
流事業懇親会

30,000円

その他 8件

町芸術文化章授賞式、近畿五城目会総会、全町花だんコン
クール表彰式祝賀会、内川小学校を語る会、「ふるさとCM大
賞」出場者慰労会、税務懇談会、五城目町・千代田区児童交流
事業懇談会、ふるさと五城目会総会

31,995円

合 計 21件 141,995円

平成21年４月～11月の合計 838,788円

　

町長の主な予定（１月）

ハイ！

まちづくり課です
「地域を語る会（協働のまちづくり座談会）」
を開催しています

　町内会や各種団体、事業者などで「協動のまちづくり」
についての相談や、まち（地域）づくりに関するご提案など
がございましたら、役場の担当が説明にお伺いします。
※ 「協動のまちづくり」に関するお問い合わせは、
　役場まちづくり課（☎852・5361）まで

馬川地区町政座談会（11月25日）
　「秋田八郎潟線」の道路改良促進や「舘越バイパス」
工事に伴う、久保橋周辺の整備など、要望事項について
活発な議論が交わされました。
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皆さんの思いをまちづくりに生かします

ふるさと愛郷寄附金のお知らせ
「ふるさと納税」制度は、ふ
るさとや応援したい自治体への
寄附金の額が、個人住民税や所
得税から一定限度まで控除され
る制度です。町では皆さんのご
支援をお待ちしています。▲

申 込 書　 寄附したい旨を電
話・ファックス・メールでお知
らせください。寄附申込書をお
送りします。▲

確定申告　 ご寄附いただいた金額のうち、
5,000円を超える額は、一定限
度まで、住民税と所得税の税額
から控除されます。「寄附金受領
証明書」を発行しますので、確
定申告で提出してください。

※ 5,000円以上ご寄附いただいた方には、町
のまごころ「ふるさと便」をお送りします。

お問い合わせは、役場まちづくり課
☎018・852・5361　℻  018・852・3151
メール　furusato＠town.gojome.akita.jp

ま　ち



平成21年五一中還暦同期会で富津内西
小学校の参加者（後列右から３人目が会長）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
御
家

族
共
々
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
に
賜
り
ま
し
た
温

か
い
御
支
援
・
御
指
導
に
対
し
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

健
康
で
幸
多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
は
昨
年
の
十
一
月

二
十
九
日
、
九
段
会
館
に
お
い
て
第
二
十
一
回
総

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
二
年
に
一
度
の
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
会
長
職
を
仰
せ
付
か
る

こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
致
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
総
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ

ま
し
た
懇
親
会
に
は
、
渡
邉
町
長
を
は
じ
め
五
城

目
町
か
ら
御
来
賓
と
し
て
三
名
、
姉
妹
都
市
「
千

代
田
区
」
や
首
都
圏
各
ふ
る
さ
と
会
関
係
者
等
二

十
四
名
の
御
臨
席
を
賜
り
、
出
席
会
員
等
九
十
七

名
と
共
に
総
会
を
祝
い
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
は
、
現
在
の
会

員
が
三
百
六
十
二
名
と
な
っ
て
お
り
、
春
秋
の
親

睦
旅
行
や
年
間
を
通
じ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
会

員
多
数
が
参
加
し
、
交
流
を
深
め
、
ま
た
五
城
目

町
の
物
産
販
売
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
昨
年
は
、
五
城
目
町
と
千
代

田
区
が
姉
妹
都
市
提
携
二
十
周
年
に
あ
た
り
記
念

式
典
が
挙
行
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
改
め
ま

し
て
心
よ
り
御
祝
い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
本
会
の
創
立
二
十
周
年
を
記
念
し
て
五
城

目
町
に
「
パ
イ
プ
テ
ン
ト
一
張
」
を
寄
贈
さ
せ
て

頂
い
た
と
こ
ろ
、
総
会
に
お
い
て
町
長
か
ら
感
謝

状
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
会
の
活
動
と
し
て
は
「
川
治
温
泉
会
員
一
泊

旅
行
」「
会
員
一
日
レ
ク
：
横
浜
散
策
」「
麹
町
地

区
野
球
大
会
へ
の
参
加
」「
会
報
や
ま
ゆ
り
の
三
回

発
行
」「
き
ゃ
ど
っ
こ
ま
つ
り
へ
の
参
加
」
そ
し
て

「
釣
り
キ
チ
三
平
Ｐ
Ｒ
、
靖
国
神
社
で
の
桜
祭
り
、

神
田
祭
り
、
麹
町
納
涼
子
供
会
、
九
段
子
供
会
、

千
代
田
区
福
祉
祭
り
で
の
物
産
販
売
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
」
等
々
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
、
役
員
一
同
は
会
員
相
互
の
親
睦

交
流
活
動
を
第
一
に
、
千
代
田
区
と
の
橋
渡
し
役

と
し
て
微
力
で
あ
り
ま
す
が
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
会
報
や
ま
ゆ
り
は
、

本
年
二
月
の
発
行
が
第
五
十
号
で
節
目
の
発
行
と

な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
の
御
愛
読
の
程
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ふ
る
さ
と
の
企
業
等

の
広
告
掲
載
に
つ
い
て
多
数
の
御
賛
同
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
健
康
で
活
気
あ
る
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
切
望
し
、
そ
し
て
会
員
御
家
族
皆
々
様
・

関
係
各
位
の
皆
様
の
御
多
幸
・
御
栄
進
と
五
城
目

町
・
千
代
田
区
の
益
々
の
御
発
展
・
御
繁
栄
、
更

に
五
城
目
町
出
身
力
士
「
琴
渡
部
関
」
や
プ
ロ
バ

ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
「
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
」

の
御
活
躍
を
心
よ
り
御
祈
念
し
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

明
る
く
元
気
な

　
　
　
　

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

　

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
会
長　

小　

林　

敏　

夫

（
五
一
中
十
八
期
卒
・
下
山
内
出
身
）

　

【　

短 　

歌　

】

紅も
み
じ葉
な
す
大
樹
の
け
や
き
も
聴
き
お
る
や

境
内
響
か
す
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

 

築
地
町　
八
木
下
み
き
ゑ

魁
に
校
歌
も
載
り
て
口
ず
さ
む

母
校
一
〇
〇
周
年
の
記
事
切
り
抜
き
つ

 

長　

町　
　

鍋
谷　

福
枝

ハ
タ
ハ
タ
の
か
わ
ゆ
き
稚
魚
は
水
槽
に

水
湧
く
玉
の
揺
ら
ぐ
音
し
て

 

谷
地
中　
　

佐
藤　

栄
子

ひ
こ
ば
え
は
散
歩
の
わ
れ
に
語
る
ご
と

生
き
よ
生
き
よ
と
歩
に
合
わ
せ
く
る

 

湯
ノ
又　
　

沢
田
石
和
子

　

【　

俳 　

句　

】

決
め
か
ね
る
背せ
な

に
夫
の
手
息
白
し

 

高　

田　
　

小
玉　
　

悦

触
る
る
も
の
み
な
ま
ぶ
し
く
て
初
厨

 

新
畑
町　
　

近
江　

三
保

日
め
く
り
の
格
言
清
し
初
日
の
出

 

岡
本
二
区　
　

伊
藤　

志
代

稲
妻
や
家
中
あ
ら
は
に
な
る
が
ま
ま

 

樋　

口　
　

猿
田
ひ
ろ
子

　

【　

川　
 

柳　

】

青
春
を
無
駄
に
過
ご
し
た
大
東
亜

 

浅
見
内　
　

猿
田
兼
五
郎

最
後
に
は
許
す
つ
も
り
で
聞
き
主
張
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休日中は皆さまの急用に備えて、下記のとおり対応し
ますので、ご協力をお願いします。

▼お電話は…… これまでどおり五城目町役場（☎852・
5100）にお電話ください。お問い合わ
せは、警備会社で対応します。緊急の場
合は警備会社が役場職員に連絡します。

▼死亡届は……  町消防署で受領します。
　　　　　　　（8時30分～17時30分まで）

▼火葬の予約は  ……町消防署（☎852・2028）へ連絡し
てください。

▼戸籍関係の届 出は……役場正面玄関の「戸籍届出専用
ポスト」に所定の封筒に入れて投函して
ください。

年始年始 はは11月月55日日㈫㈫までまで休休みみまますす



Q　どうして後ろの座席でもシートベルトが必要なの？
A　もし交通事故が発生したら
　　❶　自分自身が大きな被害を受ける
　　❷　車外に放り出される危険が増大する
　　❸　前席の同乗者へ被害を与える

※ 県内の後部座席シートベルト着用率は昨年より低下していて、全国で42位
になっています。シートベルトの着用を全座席で徹底してください。
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世界最大級の望遠鏡がみた
「宇宙」

　国立天文台ハワイ観測所所長 林正彦
さんの講演会を開催します。すばる望
遠鏡の10年、壮大な宇宙の物語をひも
ときます。▲

会　場　カレッジプラザ
（秋田市中通・明徳館ビル２階）▲

日　時　１月16日㈯
　　　　　午後２時～午後４時▲

定　員　200人（申し込み先着）
※ 参加無料。どなたでも参加できます。
申し込みは上記問い合わせ先まで。

屋内温水プールからのお知らせ

　２月４日㈭から毎週木曜日の屋内温
水プールの開館時間が午後２時から午
後６時までとなります。
　ご利用の際は、開館時間をご確認く
ださい。

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲

香典返しに代えて
・11月30日　3万円　□□□□□さん
　黒　土　（亡き夫　□□さん）
・12月２日　2万円　□□□□さん
　田　町　（亡き夫　□さん）▲
寄附金
・12月４日　18,489円
　 カルチャーフェスティバル実行委員
会　代表　秋山三男さん
　（ ワンダフルあきたカルチャーフェス
ティバルの収益金）

問い合わせ先
屋内温水プール（☎852・4416）

問い合わせ先
カレッジプラザ（☎825・5455）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

消防団員を募集しています！　 問い合わせ先　　　　　　　　役場町民福祉課（☎852・5112）

　災害が起きたときに地域を守る
力が必要です。消防団の活動へは
「自分たちのまちは自分たちで守
る」という意識だけで参加できま
す。消防団員として地域のために
行動したいという方は、上記の問
い合わせ先までお電話ください。

▼消防団員とは……
　普段はそれぞれ別の仕事を持っていて、火
災や災害が発生したときに集まり消防活動に
あたる人たちで、町の非常勤特別職の公務員
になります。
　年額報酬があるほか、災害活動や訓練に出
動した場合には手当が支給され、消防団活動
中のけがには公務災害補償が適用されます。

すべての座席で
シートベルトの着用を！

平成21年飲酒運転等追放競争　７位（全県25市町村・平成21年11月末現在）
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公営住宅の入居者を募集！

　月額所得21万４千円以下の身体障害
者の方で、住宅に困きゅうしていて、
申込者または同居家族・親族が暴力団
員でないことが申し込み資格です。▲

住　宅　 矢場崎住宅　５号
（身体障害者向）▲

入居予定日　２月１日㈪▲

住　所　五城目町川崎字宮花10－23▲

構　造　 木造平屋建　築24年
（風呂あり）▲

家賃月額　14,100円～21,000円
（所得によって異なります）▲

敷　金　家賃の３か月分
※ 募集は１月18日㈪まで。申込用紙は
役場２階の建設課にあります。詳細
は上記問い合わせ先まで。

必ずチェック最低賃金！
使用者も労働者も

　秋田県の最低賃金は「時間額632円」
に改正されています。「最低賃金制
度」は、すべての労働者の賃金を保証
するセーフティネットです。最低賃金
額以上の賃金が支払われているか、お
確かめください。
※詳細は上記問い合わせ先まで。

個人輸入のやせ薬に
ご注意ください！

　「ホスピタルダイエット」などと呼
ばれるタイ製のやせ薬について、これ
まで死亡事例を含む重大な健康被害が
報告されています。このような製品を
入手して服用しないでください。

木工教室の受講生を募集！

　木工教室を開催しますので、皆さん
ぜひご参加ください。▲
期　日　１月23日㈯
　　　　　　二つ折りミニついたて
　　　　　２月20日㈯
　　　　　　一輪挿しと花台▲

時　間　午前10時～正午▲

会　場　町総合生きがいセンター▲

費　用　1,000円
　　　　　（１回・材料代として）▲

持ち物　かなづち、ドライバー（小）▲

定　員　15人（１回）
※ １月16日㈯までの受け付けですが、
定員になり次第締め切ります。申し
込み・お問い合わせは上記問い合わ
せ先まで。

「家族で あ・そ・ぼ！」
開催のお知らせ

　家族みんなで遊んだり、体を動かし
たりしながら、楽しい時間を過ごしま
せんか。家族のきずなが深まるチャン
スです。▲

日　時　２月７日㈰
　　　　　午前10時～正午▲

会　場　町民センター▲

対　象　 小学校就学前の子どもとそ
の家族▲

持ち物　運動靴、飲みもの、着替え
※ 参加料は無料です。託児あり、ご利
用の方は１月27日㈬までにお申し込
みください。詳細は上記問い合わせ
先まで。

パソコン教室受講生を募集！

　初心者を対象とした、インターネッ
ト入門講座。ぜひご参加ください。▲

会　場　中央公民館▲

期　日　１月19日㈫、20日㈬
　　　　　　　26日㈫、27日㈬▲

時　間　 午後6時30分～午後8時30分▲

定　員　10人
※ １月６日㈬から申し込みを受け付け
し、定員になり次第締め切ります。
詳細は上記問い合わせ先まで。

無料調停相談会を開催

▲

内　容　 家庭・親子関係、扶養、相続、
土地・建物、多重債務、交通事
故など▲

会　場　裁判合同庁舎（秋田市）▲

日　時　１月22日㈮
　　　　　午前10時～午後３時
※ 予約はできませんので受け付け順に
相談に応じます。相談料は無料で
す。詳細は上記問い合わせ先まで。

県地方分権推進フォーラム開催

　「秋田で元気に！分権時代の地域づ
くり」地方分権についていっしょに考
えてみませんか。▲

会　場　秋田ビューホテル（秋田市）▲

日　時　２月７日㈰
　　　　　午後12時30分～▲

講　師　宮崎県知事　東国原英夫さん▲

定　員　 500人（申込締め切り日は
２月１日㈪）

※ 参加料は無料です。申し込みは上記
問い合わせ先まで。

問い合わせ先
役場建設課（☎852・5252）

問い合わせ先
秋田調停協会（☎824・3121）

問い合わせ先
生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先：秋田地域振興局
福祉環境部健康・予防課（☎855・5170）

問い合わせ先
県分権改革推進室（☎860・1085）

問い合わせ先
秋田労働局賃金室（☎883・4266）

問い合わせ先
内川地区公民館（☎854・2314）

問い合わせ先
役場町民福祉課（☎852・5180）
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日 月 火 水 木 金 土

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで
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30 31 1月1日

○  成人の日

●だ CM14：50
（秋田朝日放送）

○  元日
○ 消防年始特別警
戒（３日まで）

○ 消防年末特別警
戒（31日まで）

○ 役場閉庁
　（1月5日まで）

29 3024
31

●だ CM19：00
（秋田朝日放送）

○ 町内小中学校
　2学期授業再開

●だ CM10：35
（秋田朝日放送）

●だ CM14：50
（秋田朝日放送）

●だ CM10：30
（秋田朝日放送）

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

●だ CM15：00
（秋田朝日放送）

○ 消防出初式
（9：00～）

○ 役場仕事始めの
式
○ 交通指導隊初出
式（14：00～）

○ 五城目幼稚園
　3学期始業式

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）
○ 朝市健康相談室
（朝市休憩所・

10：00～）

○ 食育の日　
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

●だ C M 5：5 0
（秋田朝日放送）

○ 消防友の会総会
（五城館・

14：00～）

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ 町内対抗ソフト
バレーボール大
会（広域五城目
体育館・9：00～）

○ 朝市健康相談室
（朝市休憩所・

10：00～）

○ 朝市健康相談室
（朝市休憩所・

10：00～）



『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

No.166

おたんじょうおめでとうございますおくやみ申し上げます
□　□　□□□さん 76歳 11月 2日 川　原　町
□　□　　　□さん 80歳 11月 6日 中　　村
□　□　□　□さん 94歳 11月10日 中　川　原
□　□　□□□さん 79歳 11月11日 大川４区
□　□　□　□さん 48歳 11月11日 谷　地　中
□　□　　　□さん 90歳 11月11日 田　　町
□　□　□　□さん 87歳 11月12日 久　　保
□　□　□　□さん 76歳 11月13日 古　川　町
□　□　□　□さん 81歳 11月14日 雀　　舘
□　□　□□□さん 62歳 11月14日 八　　田
□　□　□□□さん 98歳 11月17日 富　　田
□　□　□　□さん 86歳 11月21日 浅見内１区
□　□　□　□さん 84歳 11月23日 富　　田
□　□　□　□さん 61歳 11月25日 湯ノ又４区
□　□　□　□さん 85歳 11月29日 富　　田
□　□　□　□さん 94歳 11月30日 舘　　越

※ 「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成21年11月末現在）
   前月比 昨年比
人　口 11,192 （－14） （－233）
（男） 5,240 （－04） （－123）
（女） 5,952 （－10） （－110）
世　帯 4,146 （－01） （＋018）

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

□　□　□　□ちゃん 11月12日 □　□・□　□ 東磯ノ目

□　□　□　□ちゃん 11月18日 □　□・□　□ 今　　町

□　□　□　□ちゃん 11月18日 □□・□□□□ 久　　保

□　□　□　□ちゃん 11月19日 □　□　・　□ 下　山　内

臣

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
今
月
号
で
は

昨
年
の
町
の
主
な
出
来
事
を
振

り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
▼
本
当

に
多
く
の
出
来
事
が
あ
り
、
一

年
の
流
れ
が
と
て
も
早
か
っ
た

な
と
実
感
。
年
齢
的
な
も
の
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
分
自

身
、
今
年
は
四
回
目
の
寅
年
で

す
。
▼
獲
物
を
追
う
ト
ラ
の
イ

メ
ー
ジ
で
、
積
極
的
に
行
動
し

た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
逆
に

時
間
に
追
わ
れ
る
日
々
。
▼
正

月
と
い
え
ば
今
年
の
目
標
。
ま

ず
は
「
目
標
を
立
て
る
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
」
が
目
標
に
な

り
そ
う
で
す
。
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「 健康で元気に育ってネ♥」
　　　　　パパ、ママより

広
報
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発
行
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852）5342 　6
018（
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／
湖
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はじめまして

□□　□□　です
よろしくネ！




